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３月定例会で決まったこと

令和５年度一般会計予算

令和５年度特別会計予算

３月定例会で決まったこと

前年度比  11.0％

　令和５年第１回片品村定例議会（３月議会）を、３月２日～１０日までの９日間にわたり開催しました。
令和５年度当初予算をはじめ、条例の制定や一部改正、地域防災計画の策定、専決処分の報告、農業委
員会委員の選任、教育委員会委員等の任命、令和４年度補正予算などが提案されました。
　議会は、予算説明会、各常任委員会と本会議で審議のうえ、すべての議案を全員賛成で可決しました。

40億
6,700万

728,999

82,100

644,943

102,560

68,517

1,627,119

38,091

24,609

106,789

84,196

25,424

279,109

3.6

28.0

5.8

63.7

2.9

11.06

△

△

△

△

地方交付税

国庫支出金

県支出金

使用目的が決まって
いる国からの補助金

使用目的が決まっている
県からの補助金

一定の行政サービス
を提供できるように
するために国が交付
する税

17 億2,200万円
（42.4％）

2 億8,729 万6千円
（7.1％）

2億5,624 万9千円
（6.2％）

各種交付金・譲与税
消費税やガソリン税
など国から地方へ配
分される交付金
1億7,734 万 2千円

（4.4％）

繰入金
村の貯金を下ろして
使うお金
4 億3,945 万8 千円

（10.8％）

その他
財産収入、負担金、使用料、
寄付金、諸収入など

1億3,776 万8千円
（3.4％）

前年度より繰越金
5,000万円

（1.2％）

村税
村民が納める税金
6 億1,438 万7 千円

（15.1％）
村債
財源不足を補う
ための借金
3 億8,250 万円

（9.4％）

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

介 護 保 険

下 水 道 事 業 等

後期高齢者医療

　 合 計 　

（単位：千円）

会    計    名 予    算    額 一般会計繰入金前年対比 (％)

・

・

・

・・

・

・
・

・

・
歳 入

40億
6,700万

歳 出

6億6,891 万7 千円

（16.4％）

9 億9,471 万4 千円
（24.5％）

総務費

民生費

3 億7,209 万7 千円
（9.1％）

教育費

議会費
7,267 万円

（1.8％）

予備費
300万

（0.1％）

労働費
4万4千円

（0.0％）

農林水産業費
3 億3,343 万7千円

（8.2％）

商工費
2 億1,984 万3千円

（5.4％）

土木費
3 億1,669 万3 千円

（7.8％）

消防費
1億6,901 万2千円

（4.2％）

災害復旧費
3千円

（0.0％）

公債費
5億4,590 万6 千円

（13.4％）

3億7,066 万
       4 千円
（9.1％）

衛生費
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小・中学校給食費
無償化

高校生世代の医療費
無償化

10,068新

2,906新

片品村婚活サービス
支援事業

400新

太陽光発電設備設置事業

※

220,000新

片品村住宅用
再生可能エネルギー
導入補助交付金事業

地域通貨システムの開発

2,750新

9,000新

旅行d e 納税
おぜポン導入事業

4,650新

武尊牧場キャンプ場
グランピング施設
整備事業

17,000新

5,475継

　平成２５年から村立小中学校在学の児童生徒を２人以上
養育する家庭の第２子以降の学校給食費を全額助成してい
るが、長引くコロナ禍及び昨今の物価高騰に伴い、子育て
世代の保護者の負担を軽減するために学校給食費の無償化
を実施するもの

　学校給食費の無償化と合わせ、子育て世代の支援として、
現在、中学生までの福祉医療（医療費無料）を高校生まで
引き上げるもの

中学生海外派遣事業
　令和元年度から実施している中学３年生を対象とした台
湾への研修事業。令和２年度以降は新型コロナの影響を受
け中止している。

　少子化対策として、民間事業者が提供する結婚相談所サ
ービスを利用する村民に対し、片品村婚活サービス補助金
を支給するもの

　役場庁舎への太陽光発電設備の導入を行うことにより、
平時の温室効果ガスの排出を抑制する事でゼロカーボンへ
の取組を進めると同時に、大規模災害時の備えとして、避
難所・防災拠点としての役割を果たすための継続的な電力
供給が可能な体制を構築するもの

　住宅等の電力として太陽光などの再生可能エネルギーを
活用した場合に補助金を交付することで、一層の脱炭素社
会の構築を図るもの

　スマートフォンやカードを活用した村独自の地域通貨の
システムを開発し、村内外の方が村内の店舗等でお金を落
とせる仕組みを構築することにより、地元経済の活性化を
図るもの

※太陽光発電設備設置事業の詳細
　この事業は、文化センター屋根に太陽光パネルを載せ、太陽光発電による電気で庁舎の昼間の電気を賄い、余剰電力を
蓄電池に蓄えて夜間の電気として使い、不足分は東京電力より受電した電気を使用。また、災害時には、不足する電気を
L P ガス発電機で供給します。これにより、災害時の無停電化を図り、避難所・防災拠点としての役割を果たします。そ
して、庁舎の L E D 化工事、 空調設備更新工事も行います。この事業により、ＣＯ２の削減、電気料金の削減を図ります。

　個人版ふるさと納税強化による外部財源の確保及び循環
経済の実践を目的として、道の駅やスキー場など村内で利
用できるデジタルチケットの返礼システムを導入するもの

　標高 1,500ｍから望む雄大な景色の中で、グランピング
施設を利用しワンランク上の非日常を体験してもらうこと
により、片品村の魅力向上を図るもの

事業名称 予算額新継 事 業 内 容 等

（単位：千円）主要事業

一般会計当初予算の 目玉令和５年度

令和４年度　補正予算
（単位：千円）

一般会計（第７号）

国民健康保険特別会計（第３号）

簡易水道事業特別会計（第３号）

介護保険特別会計（第２号）

下水道事業等特別会計（第３号）

後期高齢者医療特別会計（第２号）

補  正  額 補  正  後会　計　名

234,843

41,315

8,730

10,604

200

1,553

△

△

△

4,427,120

725,523

115,749

635,309

456,954

65,230
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ワンポイント解説

繰越明許費

繰越明許費
前年度予算を使途と金額
を明らかにして翌年度へ
繰り越す費用です。

（単位：千円）事　業　名会計名 金　額

令和４年度県単林道改良事業 林道仁加又線調査設計業務委託

武尊牧場キャンプ場わくわく体験棟改装工事設計監理業務委託

武尊牧場キャンプ場わくわく体験棟改装工事

細工屋橋 橋梁耐震・耐荷補修工事設計書作成業務委託

細工屋橋 橋梁耐震・耐荷補修工事

農業集落排水事業（機能強化）花咲地区散気装置設置工事

農業集落排水事業（機能強化）花咲地区散気装置設置工事

施工管理業務

北部浄化センターし尿・浄化槽汚泥等投入設備工事（第２工区）

北部浄化センターし尿・浄化槽汚泥等投入設備工事（第２工区）

工事監理業務及び施工管理業務

北部浄化センター環境影響調査委託料

12,199

2,000

15,000

11,400

142,499

22,430

3,500

16,471

5,000

148,600

一般会計

下水道

事業等

特別会計

条例の制定・一部改正・廃止
件　　　名 概　　　要

片品村議会の個人情報の保護に関する条例の制
定について

片品村情報公開・個人情報保護審査会条例の一
部を改正する条例について

片品村保育所条例の一部を改正する条例に
ついて

片品村福祉医療費の支給に関する条例の一部を
改正する条例について

片品村子ども・子育て会議設置条例の一部を改
正する条例について

片品村国民健康保険条例の一部を改正する条例
について

片品村小口資金融資促進条例の一部を改正する条
例について

寄居山温泉センター設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例について

片品村営武尊牧場観光施設利用料徴収条例の一
部を改正する条例について

片品村老人憩の家設置及び管理に関する条例を
廃止する条例について

個人情報の保護に関する法律改正後も、議会が保有す
る個人情報の開示等を求める個人の権利を明らかにし、
個人の権利、利益を保護するため、新たに条例を制定
するもの

「片品村議会の個人情報の保護に関する条例」が新たに
制定されることに伴い、議長からの審査請求に関する
諮問及び議会個人情報保護条例に関する制度諮問に応
ずるために必要な規定を追加するため、条例の一部を
改正するもの

令和５年３月３１日をもって片品南保育所を閉園とす
るため、条例の一部を改正するもの

福祉医療の支給対象者に、１５歳に達する日以後最初
の４月１日から１８歳に達する日以後の最初の３月３１
日までを追加し、高校生世代までの医療費を無料化す
るため、条例の一部を改正するもの

子ども・子育て支援法の改正により、条例の一部を改
正するもの

群馬県の要綱改正に伴い、利用者の返済負担軽減のた
めの対策として融資の借換制度を引き続き１年間利用
できるように、条例の一部を改正するもの

グランピング事業新規開始に伴う料金の設定を行いた
いため、条例の一部を改正するもの

令和４年度に同施設の取り壊しを行ったため、条例を
廃止するもの

近年の電気料金及び燃料代金の高騰により、入浴料金
の改正を行いたいため、条例の一部を改正するもの

国民健康保険法の一部が改正されたことに伴い、出産
育児一時金として支給する額を４０万８千円から４８
万８千円に改めるため、条例の一部を改正するもの
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教育長・教育委員を任命

農業委員を選任

新教育長 に 萩原 明富 氏

　教育委員会教育長、萩原明富氏の任期
が令和５年３月３１日で任期満了となり
ますが、引き続き、萩原明富氏（鎌田）
が教育長に任命されました。

　教育委員会委員の、星野圭子氏の任期
が令和５年３月３１日で任期満了となる
ため、後任者として永井清香氏（針山）
が任命されました。

新教育委員 に 永井 清香 氏

令和５年５月１６日の任期満了に伴い、次のとおり新たな農業委員会委員８名が
選任されました。

※群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議

　同組合の組織団体である「桐生地域医療組合」の名称が、令和５年４月
１日から「桐生地域医療企業団」と変更されること等により、規約を変更
することについての協議

※群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更に関する協議

　同委員会を共同設置する地方公共団体に、令和５年４月１日から「桐生
地域医療企業団」及び「富岡地域医療企業団」が加入するため、規約を変
更することについての協議

※片品村地域防災計画の策定

　片品村の地域に甚大な被害を及ぼすおそれのある大規模な災害に対処で
きるよう「片品村地域防災計画」を策定するもの

※変更請負契約の締結

　令和 4年３月２４日開催の議会臨時会、議案第 27 号で承認された工事
について、変更請負契約を専決処分により締結したことの報告

井上  猶美

星野  成雄

星野  政之

須藤  重男

○工事名　　　　：北部浄化センターし尿・浄化槽汚泥等投入設備工事

○変更前契約金額：１５１，８００，０００円

○変更後契約金額：１５９，７３１，０００円

○変更前工期　　：令和５年１月 31日まで

○変更後工期　　：令和５年３月 31日まで

笠原  夏貴

梅澤  　晃

萩原  　浩

原澤  俊男

１

２

３

４

５

６

７

８

御座入

摺渕

花咲

東小川

氏　名 氏　名住所 住所

越本

土出

戸倉

鎌田

団体推薦者（敬称略）

規
約
の
変
更

専
決
処
分
の
報
告

計
画
の

策
定
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有
害
鳥
獣
被
害
と

　
　
　
対
策
に
つ
い
て

村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

髙山  悦夫 議員

髙
山
悦
夫
議
員

答
︵
村
長
︶

●
牛
の
平
地
区
の
基
盤
整
備
事
業

●
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

●
住
民
参
加
型
の
村
づ
く
り

テーマ

牛
の
平
地
区
の

　
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

工
事
予
定
地
に
は
農
道
も
絡
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
道
路
を

傷
め
な
い
よ
う
な
気
配
り
と
、
工

事
時
期
な
ど
も
考
慮
し
て
い
た
だ

き
、
安
全
な
工
事
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

２
月
６
日
に
発
生
し
た
ト
ル
コ

・
シ
リ
ア
の
大
地
震
に
お
き
ま
し

て
、
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
々

や
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、

謹
ん
で
ご
冥
福
と
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
終
わ
り
が
見
え
な
い
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵

攻
の
影
響
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
、

中
国
の
関
係
悪
化
、
世
界
が
分
裂

す
る
よ
う
な
危
機
感
な
ど
、
未
来

へ
の
希
望
を
失
い
そ
う
な
日
々
を

迎
え
て
お
り
、
こ
れ
以
上
戦
争
に

よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、

１
日
も
早
い
終
戦
と
世
界
平
和
を

迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

答
︵
村
長
︶

問
　

基
盤
整
備
の
全
体
計
画
は　

・

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
そ
の
う
ち
、

耕
作
可
能
な
畑
地
面
積
は　

・
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
現
時
点
で
の

基
盤
整
備
完
了
面
積
は
、
北
側
の

１
工
区
の
５
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

全
体
の　

％
の
進
捗
状
況
で
す
。

　

導
水
な
ど
水
に
関
す
る
工
事
関

係
に
つ
い
て
は
、
区
画
整
理
を
含

め
た
基
盤
整
備
全
体
計
画
で
は
、

幹
線
排
水
路
１
２
０
メ
ー
ト
ル
及

び
地
区
外
排
水
路　

メ
ー
ト
ル
が

完
了
し
て
お
り
、
全
体
計
画
の　

％
の
進
捗
率
で
す
。
現
在
は
、
南

側
の
２
工
区　

・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
施
工
中
で
あ
り
、
令
和
５
年
度

中
に
完
了
予
定
で
す
。

　

導
水
工
事
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
に
南
保
育
所
付
近
に

２
６
０
ト
ン
の
貯
水
槽
を
設
置
し
、

貯
水
槽
か
ら
県
道
ま
で
の
間
の
導

水
管
敷
設
工
事
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。

　

な
お
、
工
事
時
期
に
つ
い
て
は
、

群
馬
県
の
予
算
に
応
じ
て
延
伸
す

る
予
定
で
す
が
、
全
体
の
工
事
完

了
は
令
和
７
年
度
の
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

 

　 

こ
の
事
業
は
、
牛
の
平
地
区

の
広
大
な
面
積
の
田
ん
ぼ
や
畑
が

耕
作
放
棄
地
状
態
で
あ
っ
た
農
地

を
、
基
盤
整
備
事
業
に
よ
り
高
原

野
菜
の
生
産
団
地
と
し
て
活
用
す

る
と
い
う
計
画
で
あ
り
、
地
元
の

野
菜
生
産
農
家
は
も
ち
ろ
ん
、
村

の
農
業
関
係
者
も
期
待
し
て
い
る

大
事
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業

に
つ
い
て
の
計
画
や
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
ま
た
、
水
利
関
係
や
導

水
工
事
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
も

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

 

　 

人
ロ
減
少
や
高
齢
化
社
会
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
、

高
齢
者
農
家
で
は
、
有
害
鳥
獣
の

被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
昔
は
無
か
っ
た
ニ
ホ
ン
シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
、
ま
た
、

異
常
に
増
え
て
い
る
カ
ラ
ス
に
よ

る
被
害
も
深
刻
な
間
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
有
害
鳥
獣
に
よ
る
作

物
の
被
害
状
況
や
被
害
額
、
ま
た
、

そ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
に
お
い
て
は
被
害
額
約
４
２
２

万
円
、
被
害
面
積
約
４
・　

ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
令
和
２
年
度
の
被
害
額
は
約

５
１
３
万
円
、
面
積
約
７
・
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
減
少

の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、

Ｃ
Ｓ
Ｆ
豚
熱
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
強
化
に
よ
る
頭
数
の
減
少
、

そ
れ
に
伴
い
被
害
の
減
少
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
４
年
度
の
被
害
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
家
や
猟

友
会
員
の
方
か
ら
の
話
で
は
、
令

和
３
年
度
の
被
害
と
同
等
程
度
と

な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

被
害
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
電

気
柵
設
置
等
の
対
策
に
よ
る
効
果

と
し
て
イ
ノ
シ
シ
及
び
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
被
害
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
及
び
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

に
よ
る
被
害
報
告
が
増
加
し
て
い

る
状
況
で
す
。

20
13
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髙
山
悦
夫
議
員

　

有
害
鳥
獣
被
害
と
し
て
、
サ
ル

や
熊
に
よ
る
被
害
報
告
が
増
加
傾

向
と
の
こ
と
で
す
が
、
サ
ル
や
熊

に
は
電
気
柵
の
効
果
が
薄
い
と
猟



7 一 般 質 問

答
︵
村
長
︶

　

利
根
沼
田
管
内
の
一
部
地
域
で

は
、
狩
猟
免
許
の
取
得
及
び
猟
銃

の
購
入
等
へ
の
補
助
金
交
付
を
始

め
て
い
る
状
況
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
村
と
し
て
は
、
猟
友
会

か
ら
の
意
見
等
を
参
考
に
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

近
年
、
捕
獲
従
事
者
の
減
少
及

び
高
齢
化
が
全
国
的
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
対
策

と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ

を
活
用
し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
や
被

害
対
策
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
村

で
も
国
か
ら
の
交
付
金
事
業
を
活

用
し
捕
獲
従
事
者
の
負
担
軽
減
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
追
い
払
い

巡
視
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
猟
友

会
員
へ
委
託
し
て
対
応
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
各
集
落
や

地
区
が
一
体
と
な
り
追
い
払
い
等

を
行
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
と
意
見

交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、
被
害
防

止
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

問　
　
村
民
や
農
家
の
方
へ
狩
猟
免

許
取
得
の
費
用
を
負
担
し
、
猟
友

会
員
と
村
民
、
農
家
の
方
と
の
合

同
に
よ
る
有
害
鳥
獣
追
い
払
い
対

策
を
強
化
す
る
と
い
う
考
え
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
有
害
鳥
獣
の
被

害
増
加
と
高
齢
化
に
よ
る
猟
友
会

員
の
減
少
は
大
変
な
問
題
と
考
え

ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も

村
長
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
行
政
と
し
て
他
に
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

問　
　
コ
ロ
ナ
を
始
め
と
す
る
様
々

な
影
響
が
重
な
り
、
物
価
の
高
騰

な
ど
で
、
観
光
業
は
も
ち
ろ
ん
、

商
業
や
農
業
関
係
者
ま
で
元
気
を

な
く
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
の
前
半
頃
、
片
品

村
で
は
住
民
参
加
型
の
村
づ
く
り

運
動
、
花
の
谷
構
想
と
い
う
花
い

っ
ぱ
い
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
行
政
主
導
に
よ
る
住
民
参

加
型
の
村
づ
く
り
の
噂
は
瞬
く
間

に
拡
が
り
、
片
品
村
は
美
し
い
村
、

元
気
な
村
と
し
て
県
内
外
か
ら
多

く
の
視
察
団
や
お
客
様
が
訪
れ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
住

民
参
加
型
の
村
づ
く
り
は
、
地
区
、

有
志
の
力
に
よ
っ
て
拡
が
り
、
花

咲
地
区
で
も
、
武
尊
牧
場
レ
ン
ゲ

つ
つ
じ
群
落
の
保
護
、
花
咲
鯉
の

ぼ
り
、
天
王
桜
、
猿
追
い
祭
り
の

伝
承
な
ど
に
取
組
み
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
く
れ
ま
し
た
。
村
長
に
は
、

当
時
の
よ
う
に
、
若
者
を
始
め
、

沢
山
の
お
客
様
が
訪
れ
て
く
れ
る

よ
う
な
村
づ
く
り
、
住
民
参
加
型

の
村
づ
く
り
に
再
度
挑
戦
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
︵
村
長
︶

　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
景
観

整
備
は
訪
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
村
民
に
と
っ
て
も
住
み
や

す
い
村
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
は
、

非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
取
組
み
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
行
政
と
地
域
や
団
体
が
一
体

と
な
り
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す

の
で
、
今
ま
で
取
組
ん
だ
こ
と
の

課
題
等
を
整
理
し
関
係
者
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
取
組
み
と
し
て
は
、
近

年
、
参
加
型
や
体
験
型
の
観
光
ツ

ア
ー
が
増
え
て
い
て
、
片
品
村
は
、

脱
炭
素
化
の
推
進
を
行
う
た
め
に
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
や
尾

瀬
国
立
公
園
に
お
い
て
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
パ
ー
ク
の
登
録
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
村
内
の
観

光
も
し
な
が
ら
脱
炭
素
化
に
つ
な

が
る
取
組
み
と
し
て
、
村
内
の
森

林
の
間
伐
や
枝
打
ち
作
業
の
体
験
、

さ
ら
に
は
国
立
公
園
内
の
外
来
植

物
の
除
去
作
業
を
村
民
と
一
緒
に

や
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
参
加
す

る
だ
け
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
で

き
る
と
い
う
よ
う
な
企
画
や
、
村

内
の
各
地
域
で
行
っ
て
い
る
祭
り

や
催
し
物
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

さ
せ
て
、
村
外
か
ら
訪
れ
た
方
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

準
備
か
ら
終
了
ま
で
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
村
民
と
触
れ
合
い

な
が
ら
、
楽
し
さ
と
達
成
感
を
体

感
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
が

で
き
れ
ば
、
片
品
村
に
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て

新
た
な
関
係
人
口
の
創
出
や
移
住

の
き
っ
か
け
に
も
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
も
参
加
し
、
さ
ら
に
お
客

様
に
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
ほ
か
と
同
じ
よ
う
な

も
の
で
は
な
く
、
い
か
に
片
品
村

な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
も
の
に
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
だ
け

で
な
く
農
業
や
林
業
、
村
の
歴
史

・
文
化
な
ど
を
含
め
た
住
民
参
加

型
の
村
づ
く
り
を
推
進
し
、
観
光

地
と
し
て
片
品
村
全
体
の
活
気
が

出
る
よ
う
な
仕
掛
け
や
体
制
づ
く

り
を
村
民
の
意
見
も
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

髙
山
悦
夫
議
員

　

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
農
家
の

人
に
と
っ
て
、
特
に
、
高
齢
者
に
は

切
実
な
間
題
で
す
。
今
後
と
も
対

策
の
強
化
を
強
く
お
願
い
し
ま
す
。

髙
山
悦
夫
議
員

　

今
、
世
の
中
は
大
変
な
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
が
、
若
者
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
村
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
の
た
め
に
ご
尽

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
参
加
型
の

　
　
村
づ
く
り
に
つ
い
て

友
会
員
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
昨
年

は
、
サ
ル
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
カ
ボ
チ
ャ
の
被
害
が
増
加
し
て

お
り
、
サ
ル
の
捕
獲
に
適
し
た
大

型
の
檻
が
あ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

そ
の
大
型
の
檻
の
設
置
、
増
設
を

ぜ
ひ
と
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。



　

お
ぜ
ポ
ン
に
つ
い
て
は
、
３
月
６

日
時
点
で
、
７
件
、
７
万
３ 

５
０
０

円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

使
え
る
店
舗
は
、
令
和
５
年
の
３
月

　

日
ま
で
は
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
と
い

う
こ
と
で
、
道
の
駅
と
花
の
駅
、
村

内
の
各
ス
キ
ー
場
に
限
ら
せ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
の
本
格
導
入
に
向
け
て
、
ま

ず
、
周
知
、
宣
伝
に
力
を
入
れ
、
各

バ
ス
会
社
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
バ

ス
内
に
お
ぜ
ポ
ン
の
チ
ラ
シ
設
置
を

行
っ
て
お
り
、
村
内
で
は
、
道
の
駅
、

花
の
駅
、
観
光
協
会
、
各
ス
キ
ー
場

に
お
ぜ
ポ
ン
の
チ
ラ
シ
を
設
置
し
た

ほ
か
、
報
道
機
関
等
に
も
お
ぜ
ポ
ン

に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
店
舗
の
導
入
に
関
し
て

は
、　

月
ま
で
に
店
舗
や
宿
泊
施
設

に
も
説
明
会
を
行
い
、
よ
り
多
く
の

店
舗
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
進

め
て
行
く
予
定
で
す
。
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問　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

状
況
と
県
内
で
の
順
位
等
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
か
。

問　
　
１
月
　
日
に
観
光
協
会
に
お
い

て
、
宿
泊
施
設
等
の
改
修
に
お
け
る

補
助
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
開

催
さ
れ
た
。
地
域
計
画
策
定
が
必
要

条
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
進
捗
状
況
か
。

問　
　
分
収
林
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
伐
採
適
期
を
迎
え

た
樹
木
に
つ
い
て
は
、
伐
採
、
売
却
を

考
え
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

問　
　
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
日
本
ス
キ
ー
場
開

発
の
営
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な

が
ら
、
振
興
公
社
が
指
定
管
理
を
受

け
て
や
っ
て
い
る
が
、
今
後
継
続
し

て
ス
キ
ー
場
と
し
て
営
業
し
て
い
く

た
め
に
は
、
根
本
的
な
施
設
全
体
の

改
善
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

問　
　
尾
瀬
キ
ャ
ッ
ト
ツ
ア
ー
の
状
況

と
、
行
政
と
し
て
は
全
く
関
わ
り
を

持
た
ず
に
や
っ
て
い
る
の
か
を
お
聞

き
し
た
い
。

答
︵
住
民
課
長
︶

　

２
月
末
現
在
、
片
品
村
の
交
付
率

は
７
６
・
８
％
で
県
内
で
は
２
番
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
順
位
で　

位
、
村
の
中
で
は　

位
に
な
り
ま
す
。

群
馬
県
平
均
、
全
国
平
均
と
も
に
片

品
村
は
上
回
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

に
地
域
計
画
の
提
出
が
あ
り
、
事
務

局
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
事
務
局
の

伴
走
支
援
を
受
け
な
が
ら
地
域
計
画

を
一
緒
に
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
各

事
業
者
か
ら
計
画
の
概
要
を
出
し
て

い
た
だ
い
て
、
観
光
協
会
で
ま
と
め

て
地
域
計
画
を
提
出
す
る
と
い
う
流

れ
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
計
画
が
採
択
さ
れ
た
場
合
、

最
短
で
６
月
上
旬
に
事
業
者
ご
と
に

事
務
局
へ
交
付
申
請
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
、
７
月
上
旬
頃
の
交
付
決

定
後
に
事
業
の
実
施
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
が
完
了
し
た
後
、
実
績
報
告

の
提
出
が
必
要
に
な
り
、
来
年
２
月

が
提
出
期
限
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

理
由
が
あ
れ
ば
来
年
度
に
渡
っ
て
も

事
業
を
継
続
で
き
ま
す
が
、
基
本
的

に
は
年
度
内
で
の
完
成
を
目
指
し
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

３
月
３
日
付
で
事
業
者
へ
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
今
週
末
ま
で
に
観
光

協
会
へ
参
加
の
希
望
を
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

候
補
地
域
の
申
請
が
３
月　

日
か

ら
４
月　

日
ま
で
と
な
っ
て
い
て
、

３
月
中
旬
に
片
品
村
は
申
請
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
４
月
上
旬

に
国
の
委
託
を
受
け
た
事
務
局
か
ら

実
施
す
る
事
業
者
に
対
し
説
明
会
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
５
月
上
旬

答
︵
総
務
課
長
︶

　

分
収
林
は
、
村
の
土
地
に
対
し
て

各
地
区
に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る

林
に
な
り
ま
す
が
、
詳
細
は
一
覧
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

樹
種
に
よ
っ
て
年
数
に
違
い
が
あ

り
ま
す
が
、
伐
採
適
期
を
過
ぎ
て
い

る
林
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
森
林
組
合
と
も
相
談
し
、

伐
採
、
植
林
計
画
等
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
に
つ
い

て
は
、
１
９
７
５
年
に
開
設
し
、
そ

の
後
リ
フ
ト
の
設
置
や
撤
去
、
レ
ス

ト
ラ
ン
の
建
設
な
ど
を
行
い
開
設
以

来　

年
以
上
が
経
過
し
、
各
施
設
の

老
朽
化
も
進
ん
で
維
持
管
理
に
苦
慮

し
て
い
る
も
の
も
多
く
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
将
来
的
に
継
続
し
た
運
営

を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
施
設
の
更

新
や
新
し
い
取
組
な
ど
を
計
画
的
に

実
施
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
日
本
ス
キ
ー
場
開
発

か
ら
は
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
レ
ン
タ
ル
施
設
の
改

修
が
で
き
れ
ば
と
の
提
案
も
い
た
だ

17

答

協
議
事
項

問　
　
お
ぜ
ポ
ン
を
始
め
た
が
、
利
用

状
況
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

︵
総
務
課
長
︶

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

ク
尾
瀬
キ
ャ
ッ
ト
ツ
ア
ー
と
い
う
名

称
で
、
一
般
で
は
入
れ
な
い
特
別
な

冬
の
尾
瀬
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

運
営
は
、
一
般
社
団
法
人
尾
瀬
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
が
行
い
、

行
政
は
携
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
実

施
期
間
は
２
月　

日
か
ら
４
月
上
旬

ま
で
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

料
金
は
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
が
３
名
以

上
参
加
で
１
人
３
３ 

０
０
０
円
、

２
名
ま
で
１
人
４
４ 

０
０
０
円
。

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
は
３
名
以
上
参

加
で
１
人
４
９ 

８
０
０
円
、
２
名
ま

で
は
１
人
６
６ 

０
０
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、
富
士
見
峠
で
の
昼

食
と
し
て
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
や
ス
ー
プ

を
提
供
し
、
３
月
３
日
現
在
、
計
３

日
間
の
実
施
で　

名
の
参
加
を
し
て

い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

所
管
事
務
に
つ
い
て

総
務
観
光
常
任
委
員
会

〜
委
員
が
慎
重
討
議
し
ま
し
た
〜
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問　
　
道
の
駅
で
は
５
周
年
の
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
企
画
を

考
え
て
い
る
の
か
。

い
て
い
ま
す
。

　

リ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ー
場

規
模
の
割
に
は
本
数
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
、
将
来
的
に
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
を
山
頂
ま
で
引
い
て
、
リ
フ
ト
は

２
、
３
本
で
営
業
し
、
山
頂
テ
ラ
ス

な
ど
の
施
設
も
整
備
し
て
、
通
年
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
営
業
を
し
て
い
く
の

が
良
い
の
で
は
と
い
う
話
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
と
し
て
の
継
続
を
考
え

る
と
、
雪
不
足
も
心
配
さ
れ
ま
す
の

で
、
人
工
造
雪
機
の
導
入
や
、
リ
フ

ト
等
の
大
規
模
な
設
備
投
資
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ー
場
に
し

て
い
く
の
か
、
関
係
者
で
早
め
の
検
討

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

新
年
度
に
は
、
今
ま
で
中
止
し
た

行
事
、
ま
た
縮
小
し
た
行
事
も
、
少

し
ず
つ
動
き
始
め
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。　

　

村
が
活
気
づ
け
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
、
そ
の
一
部
と
し
て
道
の

駅
５
周
年
や
、
花
の
駅
が　

周
年
に

な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
も
含
め
て

開
催
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

開
催
時
期
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、

今
後
、
関
係
者
で
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
協
定
を
結
ん

で
い
る
自
治
体
や
大
学
な
ど
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
ほ
か
の

イ
ベ
ン
ト
と
の
合
同
開
催
な
ど
も
検

討
し
て
、
村
全
体
が
盛
り
上
げ
ら
れ

る
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
委
員
長
　
萩
原
　
和
典
）
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各
地
区
の
重
点
要
望
箇
所
を
昨

年
　
月
に
見
て
き
た
が
、
予
算
化
の

状
況
や
、
発
注
期
日
等
が
分
か
れ
ば

教
え
て
欲
し
い
。

9 常 任 委 員 会

問　
　
次
年
度
の
体
育
行
事
、
例
え
ば

村
民
運
動
会
等
の
予
定
は
、
意
向
と

し
て
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

問　
　
昨
年
、
戸
倉
ダ
ム
期
成
同
盟
が

設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
動
き
や

今
後
の
予
定
が
分
か
れ
ば
教
え
て
も

ら
い
た
い
。

問　
　
合
併
浄
化
槽
の
補
助
金
は
、
次

年
度
予
算
で
　
基
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
よ
う
だ
が
、
村
と
し
て
増
や
す

考
え
は
あ
る
の
か
。

問　
　
花
咲
ペ
ン
シ
ョ
ン
地
区
の
村
営

水
道
化
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
群
馬
県

に
相
談
を
と
い
う
話
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
何
か
動
き
は
始
ま
っ
て
い

る
の
か
。

問　
　
み
な
か
み
町
で
は
、
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地
を
整

備
し
、
山
ブ
ド
ウ
栽
培
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
記
事
が
新
聞
に
出
た
。
国

の
補
助
金
も
多
く
出
て
い
る
よ
う
な

の
で
、
こ
ち
ら
を
参
考
に
調
べ
て
い

た
だ
き
、
教
授
い
た
だ
け
な
い
か
。

問　
　
耕
作
放
棄
地
を
無
く
す
た
め
に

山
ブ
ド
ウ
栽
培
を
計
画
し
た
が
、
そ

の
耕
作
放
棄
地
に
対
し
、
国
、
県
の

補
助
金
は
あ
る
の
か
。

成
果
が
見
ら
れ
れ
ば
、
保
育
所
や
そ

の
他
の
施
設
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
。

問　
　
先
日
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
が
、
役
場
を
実
施
し
た
後
で
、

答
︵
村
長
︶

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
方
策
と
併
せ
て
、

今
回
を
き
っ
か
け
と
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

答
︵
教
育
長
︶

　

新
年
度
に
な
っ
て
か
ら
各
地
区
の

区
長
さ
ん
や
役
員
さ
ん
と
協
議
し
、

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
で
き
れ

ば
実
施
す
る
方
向
で
進
め
た
い
。

答
︵
村
長
︶

　

国
交
省
な
ど
各
所
管
へ
の
陳
情
は
、

毎
年
の
行
事
に
し
て
い
き
た
い
。
な

お
、
５
年
度
は
下
流
域
の
首
長
や
メ

ン
バ
ー
が
変
わ
る
県
議
会
に
も
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
議

員
の
皆
様
方
に
も
同
席
し
て
も
ら
う

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

５
年
度
に
つ
い
て
は
、
基
数
を
減

ら
し
、
補
助
を
厚
く
す
る
予
定
で
す
。

　

片
品
村
は
普
及
率
が
低
い
で
す
が
、

補
助
金
の
額
は
利
根
沼
田
で
は
高
い

水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
普
及
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

群
馬
県
を
始
め
と
す
る
関
係
機
関

の
意
見
や
方
針
等
を
取
り
ま
と
め
な

が
ら
、
段
階
を
踏
ん
で
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
事
業
の
最

適
土
地
利
用
総
合
対
策
事
業
と
い
う

の
が
、
こ
こ
に
当
て
は
ま
る
と
思
い

ま
す
が
、
村
で
判
断
し
て
い
る
再
生

可
能
な
農
地
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
縛
り
が
あ
る
の
で
、
農
地
の
選
定

が
大
変
な
問
題
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
委
員
長
　
千
明
　
　
勉
）

12

10

協
議
事
項

問　
　
先
日
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
補
助
金
の
話
が
あ
っ
た
が
、

蓄
電
池
も
対
象
と
な
る
の
か
。

問 答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

今
回
創
設
し
た
の
が
太
陽
光
、
太

陽
熱
利
用
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
蓄
電
池
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

考
え
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
太
陽
熱
利

用
を
始
め
て
み
て
、
要
望
、
問
い
合

わ
せ
等
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

令
和
５
年
度
予
算
で
の
執
行
予
定

は　

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
注
時

期
は
現
在
調
整
中
で
、
４
月
に
な
り

ま
し
た
ら
、
公
共
工
事
発
注
見
通
し

で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

所
管
事
務
に
つ
い
て

産
業
民
教
常
任
委
員
会

〜
委
員
が
慎
重
討
議
し
ま
し
た
〜

88
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利
水
と
い
う
意
味
で
は
建
設
中

止
と
な
っ
た
戸
倉
ダ
ム
で
す
が
、

治
水
と
い
う
観
点
か
ら
、
近
年
の

頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
豪
雨
対
策

と
し
て
、
流
域
治
水
と
い
う
新
し

い
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
﹃
国
土
強
靭
化
５
カ
年

加
速
化
対
策
・
事
業
規
模　

兆
円
﹄

で
国
が
特
別
枠
で
予
算
化
し
た
政

策
で
す
。

　
片
品
村
議
会
は
、 

議
会
基
本
条
例
第
４
章
第
８
条
の
規
定
に
基

づ
き
、﹁
戸
倉
ダ
ム
建
設
推
進
﹂ 

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、
安
心

安
全
で
未
来
あ
る
片
品
村
実
現
の
た
め
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
議
事
機
関
と
し
て
、
調
査
・
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
に
令
和

３
年
６
月
議
会
に
お
い
て
、
本
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

戸
倉
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
で
、

戸
倉
ダ
ム
︵
計
画
︶
の
集
水
域
に

洪
水
流
量
を
た
め
る
こ
と
に
よ
り
、

下
流
流
域
の
洪
水
ピ
ー
ク
流
量
を

調
整
で
き
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
、
流
域
治
水
と

し
て
の
戸
倉
ダ
ム
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
と
考
え
る
。

開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、 

特
別

委
員
会
と
し
て
の
一
つ
の
区
切
り

で
あ
り
ま
す
。

　

所
管
で
あ
る
国
土
交
通
省
と
の

審
議
の
中
で
、
全
国
で
戸
倉
ダ
ム

ほ
ど
条
件
と
環
境
の
整
っ
た
ダ
ム

は
な
く
、
計
画
当
初
１ 

２
３
０
億

円
の
予
算
規
模
で
建
設
中
止
ま
で

に
２
９
９
億
円
総
事
業
費
の　

％

が
投
資
さ
れ
て
い
る
。
村
民
は
も

と
よ
り
近
隣
、
受
益
者
負
担
が
発

生
す
る
下
流
都
県
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
﹃
戸
倉
ダ
ム
建
設

推
進
の
期
成
同
盟
会
﹄ 
の
発
足
に

尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
令

和
３
年
９
月
に
議
会
か
ら
村
当
局

に
提
言
書
を
提
出
し
、
令
和
４
年

７
月
に
近
隣
市
町
村
並
び
に
関
係

者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
、

建
設
推
進
に
向
け
た
設
立
総
会
が

　

本
年
４
月
に
任
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
特
別
委
員
会
と
し
て
の

役
割
を
終
え
ま
す
が
、
片
品
村
の

発
展
と
下
流
流
域
の
人
々
が
安
心

安
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

今
後
も
戸
倉
ダ
ム
建
設
推
進
に
向

け
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
﹁
戸
倉
ダ
ム
建
設
の
調

査
・
研
究
特
別
委
員
会
﹂ 

に
お
け

る
活
動
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

令和５年３月10日 戸倉ダム建設の調査・研究特別委員会　委員長　星野　栄二

戸倉ダム建設の
調査・研究特別委員会活動報告

国土交通省の総合政策局、水管理・国土保全局、道路局の幹部
担当者から防災・減災、 国土強靭化のための５か年加速化対策
及び戸倉ダム再開の可能性と現状についての研修及び意見交換

戸倉ダム建設予定地及び付け替え道路等の現地視察

国土交通省から戸倉ダムに関する資料の収集・意見収集

収集した資料の取りまとめ始める

戸倉ダム建設の調査・研究特別委員会開催（提言書完了の報告・確認）

戸倉区の区長及び役員と戸倉ダム建設推進のための特別委員会
設置報告及び活動報告と意見交換

水資源開発機構戸倉ダム建設所の事業に携わり、事情に詳しい
機構ＯＢ職員からの意見交換及び調査・研究

利根川上流ダム統合事務所において、利根川水系流域治水対策
の観点から戸倉ダム建設推進に向けた治水対策事業として、その
必要性の確認と今後の取り組みについて意見交換及び調査・研究

戸倉ダム建設の調査・研究特別委員会開催（活動方針の確認）

６月議会において「戸倉ダム建設の調査・研究特別委員会」を設置

衆議院予算委員会分科会において、衆議院議員上野ひろし氏か
ら国土交通大臣、副大臣、水管理・国土保全局長をはじめ国土
交通省幹部に対し、防災・減災に向けた対策として、建設中止
となった戸倉ダム建設計画の推進について要請

令和３年

令和４年

期成同盟会設立・・・現在に至る

２月25日

２月26日

６月   4日

６月11日

６月28日

７月   5日

７月20日

８月   2日

８月23日

８月27日

９月17日

７月 25 日

提言書を委員長から議長に提出

提言書を議会から村長に提出

15
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議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置
後
の
令
和
２
年
８
月
に
片
品
村
議

会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
村
民
の
皆
様
か
ら
、
沢
山

の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
議

会
の
中
に
﹁
む
ら
づ
く
り
に
対
す
る
特
別
委
員
会
﹂
を
設
け
て
、

村
の
将
来
の
た
め
に
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
、
調
査
、
研
究
を
行

い
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
別
に
む
ら
づ
く

り
の
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を

行
い
、
分
科
会
活
動
と
し
て
、
産

業
民
教
常
任
委
員
会
は
、
耕
作
放

棄
地
対
策
と
し
て
の
山
ぶ
ど
う
の

栽
培
と
、
そ
れ
を
利
用
し
た
新
し

い
特
産
品
の
開
発
を
テ
ー
マ
に
調

査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
福

島
県
檜
枝
岐
村
や
山
梨
県
早
川
町

と
い
っ
た
山
ぶ
ど
う
栽
培
の
先
進

地
に
赴
き
、
栽
培
に
必
要
な
ノ
ウ

ハ
ウ
の
研
修
や
現
地
の
視
察
を
行

う
と
と
も
に
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
２
カ
所
で
の
試
験
農
場
で
山
ぶ

ど
う
栽
培
を
行
っ
た
結
果
、
生
育

も
順
調
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

益
々
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
た
め
、

令
和
５
年
度
に
か
け
て
﹁
尾
瀬
か

た
し
な
山
ぶ
ど
う
生
産
組
合
﹂
を

設
置
し
、
山
ぶ
ど
う
栽
培
及
び
特

産
品
の
開
発
を
進
め
て
行
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
村
民
の
皆

様
に
も
ぜ
ひ
と
も
参
画
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
方
の
分
科
会
活

動
と
し
て
、
総
務
観
光
常
任
委
員

会
で
は
、
人
口
減
少
対
策
・
移
住

政
策
に
つ
い
て
、
先
進
地
を
視
察

す
る
と
と
も
に
調
査
、
研
究
を
進

め
、
次
の
よ
う
な
提
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

長
野
原
町
の
八
ッ
場
地
区
と
新

潟
県
妙
高
市
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
ど
ち

ら
の
施
設
も
満
室
状
態
で
待
機
者

が
い
る
状
況
で
、
こ
れ
ら
を
き
っ

か
け
に
移
住
さ
れ
て
い
る
方
も
出

て
い
て
、
特
に
妙
高
市
で
は　

組

が
移
住
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
住
民
と
の
交
流
や
各
種
行
事

へ
の
参
加
な
ど
関
係
人
口
の
増
加

と
い
う
意
味
で
も
十
分
役
割
を
果

た
し
、
片
品
村
で
も
取
り
組
ん
で

い
く
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

　
　
　
　
八
ッ
場
・
妙
高

　

北
海
道
東
川
町
で
は
、
公
募
で

名
乗
り
を
あ
げ
た
岐
阜
県
の
三
千

櫻
酒
造
と
公
設
民
営
型
の
酒
造
会

社
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
し
た
。
全

国
メ
デ
ィ
ア
で
も
何
度
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
元
に
あ

る
資
源
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
で

あ
り
、
片
品
村
に
も
あ
る
水
や
木

材
を
利
用
す
る
企
業
誘
致
へ
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
都
市
部
の
企
業
等
が
利
用
で

き
る
滞
在
機
能
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
整
備
を
進
め
、
企
業
の

●
企
業
誘
致
、

　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

令和５年３月29日 むらづくりに対する特別委員会　委員長　狩野　孝夫

むらづくりに対する
特別委員会 活動報告
11 特別委員会活動報告
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片
品
村
議
会
は
、
令
和
３
年
　
月
　
日
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
調
査
・
研
究
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

進
出
と
社
員
等
の
移
住
に
結
び
つ

け
移
住
増
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
通
信
環
境
が
整
っ
て
い
れ

ば
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る
業
種

も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
誘
致
す

る
た
め
の
空
き
家
等
を
活
用
し
た

オ
フ
ィ
ス
の
整
備
が
可
能
だ
と
思

い
ま
す
。

　

長
野
原
町
の
八
ッ
場
ダ
ム
は
、

草
津
温
泉
へ
の
中
継
点
で
あ
り
多

く
の
観
光
施
設
が
整
備
さ
れ
、
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道

東
川
町
に
あ
る
忠
別
ダ
ム
で
は
、

背
後
に
旭
岳
と
天
人
峡
が
あ
り
行

き
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
ダ
ム
で

す
。
観
光
施
設
は
特
に
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ダ
ム
湖
を
利
用
し
た
自
然

体
験
型
の
観
光
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
片
品
村
で
は
、
現
在
、
戸
倉

ダ
ム
の
建
設
に
向
け
た
協
議
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
建
設
に
至
っ
た

際
、
ど
ち
ら
の
ダ
ム
利
用
も
参
考

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

移
住
が
増
え
て
い
る
自
治
体
に

共
通
し
て
い
た
こ
と
の
一
つ
に
、

教
育
施
設
環
境
の
充
実
が
あ
り
ま

し
た
。
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
職

員
の
方
か
ら
も
、
現
役
世
代
の
移

住
に
は
こ
の
件
は
重
要
な
選
択
肢

と
な
っ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　

人
口
減
少
問
題
は
、
現
在
、
片

品
村
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
全

国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
人
口
を
増
や
す
こ
と

も
必
要
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
関

係
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
す
。
ま
ず
、
片
品
村
で
取
り
組

む
べ
き
独
自
色
の
あ
る
政
策
を
検

討
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

●
ダ
ム
の
活
用

12特別委員会活動報告

再生可能エネルギー
調査・研究特別委員会 活動報告

　

令
和
４
年
２
月
に
片
品
村
は
、 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
査
・
研
究
特
別
委
員
会
は
、 

文

化
セ
ン
タ
ー
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
載
せ
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る

電
気
で
役
場
庁
舎
の
電
気
を
賄
う

こ
と
に
よ
り
、
電
気
料
金
の
削
減
、

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
基

本
的
な
考
え
方
と
す
る
事
業
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
令
和
４
年
６
月
に

執
行
部
に
提
案
を
し
ま
し
た
。

　

執
行
部
で
は
、
こ
の
事
業
プ
ラ

ン
を
参
考
と
し
て
、
令
和
５
年
２

月
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
３
社

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

同
年
３
月　

日
に
そ
の
中
の
１
社

で
あ
る
︵
株
︶
オ
リ
ン
ピ
ア
の
事

業
計
画
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー

屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
載
せ
、

太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
で
庁
舎

の
昼
間
の
電
気
を
賄
い
、
余
剰
電

●
小
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
風
力
、

　
太
陽
光
の
中
で
、
片
品
村
に
導

　
入
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

　
ー
の
可
能
性
評
価
に
つ
い
て

●
国
の
補
助
金
を
利
用
し
て
で
き

　
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

　
用
事
業
に
つ
い
て

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
へ

　
の
取
組
に
つ
い
て

●
地
球
温
暖
化
に
向
け
た
脱
炭
素
、

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

　
等
、
電
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

　
定
供
給
と
環
境
保
全
に
つ
い
て

　

こ
の
委
員
会
は
、
次
の
取
り
組

み
を
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

令和５年３月３１日 再生可能エネルギー調査・研究特別委員会　委員長　飯塚　美明

太陽光発電事業勉強会

10

12

10



13 特別委員会活動報告・ようこそ有権者

力
を
蓄
電
池
に
蓄
え
て
夜
間
の
電

気
と
し
て
使
い
、
不
足
分
は
東
京

電
力
か
ら
受
電
し
た
電
気
を
使
用
、

ま
た
、
災
害
時
に
は
不
足
す
る
電

気
を
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
で
補
給
し

ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
・

研
究
特
別
委
員
会
は
、
ま
ず
こ
の

事
業
で
実
績
を
作
り
、
グ
リ
ッ
ド

Ｂ
︵
道
の
駅
、
小
学
校
︶、
グ
リ
ッ

ド
Ｃ︵
給
食
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
︶、

グ
リ
ッ
ド
Ｄ︵
中
学
校
︶
と
展
開
し
、

鎌
田
地
域
の
公
共
施
設
を
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
と
す
る
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
調
査
・
研
究
特
別
委
員
会
は
、

令
和
３
年　

月　

日
か
ら
議
員
任

期
満
了
日
ま
で
が
任
期
で
す
の
で
、

本
委
員
会
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
︵
小
規
模

電
力
網
︶
と
は
、﹃
エ
ネ
ル
ギ
ー

＝
供
給
源
﹄
と 

﹃
消
費
施
設
﹄
を

一
定
範
囲
で
ま
と
め
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
地
産
地
消
す
る
仕
組
み
の

こ
と
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
利
用
さ
れ
る
。

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

と
は
？

地域マイクログリッド視察（小田原市）

10

12

ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome 有権者になる

群馬県立尾瀬高等学校
普通科２年（新３年） 星 野  大 翔 さん

　

２
０
２
２
年
４
月
１
日

か
ら
成
人
年
齢
が　

歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
私
も
今

年
で
成
人
に
な
り
ま
す
。

成
人
に
な
る
と
、
親
の
同

意
が
な
く
て
も
、
ロ
ー
ン

を
組
む
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
を
作
る
、　

 

年
有
効

の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
作
る
な

ど
、
様
々
な
契
約
を
す
る

こ
と
が
で
き
、﹁
自
分
の
意

志
﹂
で
で
き
る
こ
と
が
増

え
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
私

は　

歳
に
な
り
有
権
者
に

な
り
ま
す
。
有
権
者
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
選
挙
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

権
利
、﹁
選
挙
権
﹂
を
得
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
選
挙

に
行
き
、
投
票
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
分
の
意
見
を

言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
政
治
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
で
は
若
者
の
投
票

率
が
低
い
こ
と
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
今

ま
で
は
、
政
治
や
選
挙
に

つ
い
て
興
味
を
持
っ
た
こ

と
が
な
く
、
テ
レ
ビ
で
見

て
い
て
も
、
特
に
深
く
考

え
ず
に
な
ん
と
な
く
見
て

い
る
だ
け
で
し
た
。
し
か

し
、
私
も
今
年
か
ら
選
挙

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
立
場
に
な
る
の
で
、
政

治
に
つ
い
て
見
た
り
、
聞

い
た
り
、
自
分
で
考
え
た

り
し
て
、
自
分
の
意
見
を

持
っ
て
選
挙
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
も
う
す
ぐ
成
人
に

な
り
、
有
権
者
に
な
り
、

で
き
る
こ
と
は
増
え
ま
す

が
、
そ
の
反
面
、
責
任
も

増
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

行
動
の
一
つ
一
つ
に
責
任

を
持
っ
て
生
活
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。　

歳

に
な
っ
た
ら
、
学
生
で
あ

り
な
が
ら
大
人
で
あ
る
と

い
う
自
覚
を
持
ち
、
一
つ

一
つ
の
言
動
に
責
任
を
持

ち
、
自
分
の
意
見
を
き
ち

ん
と
言
え
る
大
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

18

18

18

10
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発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
千
明
　
道
太
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷︵
有
︶

編  

集  

後  

記

編

集

委

員

長

北
澤  

佳
子

　
大
雪
が
心
配
さ
れ
た
今
年
の
冬
で
し
た
が
、
全

国
的
に
桜
の
開
花
も
早
ま
り
、
例
年
よ
り
早
い
雪

解
け
と
な
り
ま
し
た
。
暖
か
く
な
り
花
の
季
節
が

始
ま
る
こ
と
は
嬉
し
く
思
い
ま
す
が
、
同
時
に
早

い
春
の
訪
れ
は
、
異
常
気
象
が
平
常
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
観
光
と
農
業
が
盛
ん

な
片
品
村
に
と
っ
て
、
そ
こ
に
携
わ
る
方
々
が
苦

慮
す
る
場
面
も
更
に
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
大
変
危
惧
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
今
の
物
価
の
上
昇
や
燃
料
高
の
影
響
は
大
き

く
、
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
を
不
安
に
さ
せ
ま
し

た
が
、
昨
年
か
ら
続
く
ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
日
本
選

手
の
活
躍
は
、
私
た
ち
の
心
を
良
い
方
向
へ
動
か

し
て
く
れ
ま
し
た
。
先
日
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
侍
ジ
ャ

パ
ン
の
勝
利
は
、
多
く
の
方
に
感
動
と
勇
気
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
苦
境
な
場
面
で
も
決
し
て
あ

き
ら
め
ず
に
プ
レ
ー
す
る
チ
ー
ム
の
姿
勢
は
、
本

当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
子
供
た

ち
に
大
き
な
夢
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち

で
取
り
組
ん
だ
と
い
う
監
督
や
選
手
た
ち
の
言
葉

は
、
私
た
ち
に
も
子
供
た
ち
の
明
る
い
未
来
の
た

め
に
更
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
今
号
で
議
会
広
報
編
集
委
員
長
の
任
期
を
終
え

ま
す
が
、
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
１

年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ

い
た
皆
様
に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
村

民
の
方
々
が
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を

切
に
願
い
、
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

北澤　佳子

狩野　孝夫

飯塚　美明

星野　栄二

髙山　悦夫

萩原　正信

視聴方法

６月議会を傍聴しませんか！

http：//www.vill.katashina.gunma.jp/
片品村ホームページＵＲＬ

○傍聴のお知らせ

次回定例会は、６月  ９日（金）の予定です。

 一般質問は、開会初日です。なお、一般質問の

質疑応答は片品村公式ホームページ（HP）の

議会録画中継にて動画を閲覧できます。

○議会録画中継について
 　年１回の定例議会開会日の模様を動画（録画）配信して
いますので、是非ご覧ください。

 ☆携帯電話でもご覧いただけます。

①片品村ホームページトップ画面右側のバナー
「片品村議会　会議中継」をクリック

②「会議名でさがす」「議員名でさがす」

  どちらかをクリック尾瀬の郷 片品村

片品村議会　会議中継

片品村観光情報片品村について
会議名でさがす 議員名でさがす

どちらかをクリック！

片品村ホームページ

片品村ホームページ

議 会 活 動 日 誌

４
　
　
月

１
月

3 日
5 日
 〃  
7 日
 〃  
8 日

11 日
 〃  
 〃  

13 日
29 日

教職員辞令交付式
片品保育所入園式
行政区役員会議
片品小学校入学式
片品中学校入学式
相馬原駐屯地記念行事
利根地方総合開発協会理事会
４月定例議長会
広域圏４月定例議員協議会
片品村体育協会総会
片品村議会議員任期満了

25 日 介護保険運営委員会

6 日

9 日

 〃  

 10 日

 〃  

 〃  

13 日

14 日

17 日

21 日

 〃  

22 日

 〃  

 24 日

25 日

27 日

むらづくりに対する特別委員会

総務観光分科会行政視察

尾瀬片品発電所視察

利根東部衛生施設組合議会全員協議会

利根東部衛生施設組合議会定例会

２月定例議長会

広域圏２月定例議員協議会

利根沼田学校組合議員協議会

特別会計等各運営委員会、運営協議会

群馬県町村議会議長会総会

尾瀬の郷親善大使懇談会

議会運営委員会

全員協議会

広域圏２月議会定例会

利根沼田学校組合議会

小口資金融資斡旋審査委員会

利根沼田地域文化フェスティバル開会式

庁舎太陽光発電設備プレゼンテーション

2 日
〃  
3 日
6 日
8 日
〃  

10 日
13 日
20 日
23 日

〃  
25 日
29 日

〃  

第１回議会定例会開会
全員協議会（予算説明）
全員協議会（予算説明）
社会福祉協議会理事会
総務観光常任委員会
産業民教常任委員会
第１回議会定例会閉会
片品中学校卒業式
ぬまた聖苑焼骨灰供養
片品小学校卒業式
小口資金融資斡旋審査委員会
昭和村役場新庁舎落成式
片品保育所卒園式
片品南保育所卒園式・閉所式

議 会 活 動 日 誌

フか た し な トギ ラ リーオ ヤ

  

３
　
　
月

 

２
　
　
月

1 日  〜  2 日

親善大使懇談会 片品小学校卒業式


